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A Study of Music Used for Figure Skating: 
Focuses on the Ladies' Si  gle at the 15th Winter Olympic Games in 1988
安原雅之　佐藤さくら※
  YASUHARA  Masayuki , SATOU  Sakura
 This paper focuses on the music used for the free skating by the medalists at the Olympic 
Games in Calgary, Canada, in 1988: Katarina Witt of East Germany (gold), Elizabeth Manly of 
Canada (silver) and Debi Thomas of the United States of America (Bronze).  By identifying the 
music, defining the allotment of their segments, and relating them with the elements executed 
during the performances, the role of music for figure skating as athletic events is illuminated.







競技部分で得た各競技者の順位に、下記の係数を乗じた “ 順位点 ” が与えられ、それらの合計が少




※    2015 年度 愛知県立芸術大学音楽学部作曲専攻音楽学コース卒業。現在、浜松市楽器博物館勤務。
1   本論文における、フィギュアスケートの演技で使われた音楽とエレメンツの分析は主に佐藤が行い、全体のまとめは安原が担
当した。




１位 　金メダル：カタリナ・ヴィット  Katarina Witt（1965-   ）［東ドイツ］（4.2）
２位　 銀メダル：エリザベス・マンリー  Elizabeth Manley（1965-   ）［カナダ］（4.6）










“ カルメン対決 ” に関する報道が熱を帯びていった。
　『ニューヨーク・タイムス New York Times』紙に掲載された「フィギュアスケート：良い状態の
ボイタノとトーマス」という見出しの記事（1988 年 1 月 11 日）では、全米チャンピオンとして
オリンピックに参加する男子シングルのボイタノと、女子シングルのトーマスが非常に良い状態で、
それぞれ宿敵のブライアン・オーサー（カナダ）とカタリナ・ヴィット（東ドイツ）と対決するこ












『タイム』誌 1988 年 2 月 15 日号の表紙：アメリカ版（左）、国際版（右）
2. 結果




順位 順位点 CF SP FS
1 カタリナ・ヴィット 4.2 3（1.8） 1（0.4） 2（2）
2 エリザベス・マンリー 4.6 4（2.4） 3（1.2） 1（1）
3 デビ・トーマス 6 2（1.2） 2（0.8） 4（4）










3   コンパルソリー・フィギュアの１位は、ソヴィエトのキラ・イワノワ Kira Ivanova だった。





① 3 トゥループ + 2 トゥループ  ② 3 サルコウ  ③ 3 トゥループ  ④ 2 アクセル   ⑤ チェンジ・フッ
ト・コンビネーション・スピン   ⑥ レイバック・スピン  ⑦ アップライト・スピン  ⑧ 2 ループ 
⑨ 3 サルコウ + 2 フリップ + シークエンス  ⑩ 2 アクセル  ⑪ フライング・キャメル・スピン










1.      from Schedrin's Karmen-Syuita Ⅰ . Introduction (00:44 - 01:14)
2-1.  from Schedrin's Karmen-Syuita Ⅱ . Dance (00:00 - 01:00)
2-2.  from Schedrin's Karmen-Syuita Ⅱ . Dance（01:13 - 01:24）
3.      from Schedrin's Karmen-Syuita Ⅴ : Carmen's Entrance (00:55 - 02:18)
4.      from Schedrin's Karmen-Syuita Ⅵ : Scene (00:36 - 01:02)
5-1.  from Schedrin's Karmen-Syuita ⅩⅢ : Finale (03:30 - 04:08)
5-2.  from Schedrin's Karmen-Syuita ⅩⅢ : Finale (05:19 - 05:23)
　1 はチャイムの旋律が 3 回鳴らされる 00:44 から始められ、そのまま最後まで使用されてい
る。1 と 2-1 は原曲でも途切れの無いアタッカで繋がっており、ここでもそのまま続けられてい
る。2-1 と 2-2 は、主題の繰り返しを省いた形で繋げられている。2 と 3 はいずれも d-moll であり、
2-2 の 01：24 が属７（e 音）のあと、3 の 00：55 の I の和音（d 音）に移る。そのため、旋律の
高低の差はあるが、曲の移行は違和感なく行われている。3 は使用曲の中で最長の１分 23 秒を占
めており、その間は編集もなくそのまま使用されている。3 の 02:18 における D-dur の属７のあと、
その和音は解決せずに 4 の 00:36 で e-moll のⅠの和音Ⅰに繋げられるため、やや強引な印象は受
ける。4 は 01:02 まで使用され、約 30 秒かけて曲が盛り上がりを迎えたところで、5 に繋げられる。
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5 は 2 つの部分が使用されている。03:30 - 04:08 ではクライマックスの悲劇的な旋律が使用され、









プ + 2 トゥループを実施すると同時に、動きのある 2-1 が始まる。次の 2 の終盤と ⑥ レイバック・





















① 2 フリップ  ② 3 ルッツ  ③ 3 トゥループ  ④ 2 アクセル  ⑤ フライング・アップライト・ス
ピン  ⑥ 3 ループ  ⑦ 3 サルコウ  ⑧ 2 フリップ  ⑨ レイバック・スピン  ⑩ サーペンタイン・
ステップ  ⑪ チェンジ・フット・コンビネーション・スピン  ⑫ 3 フリップ + 1 ループ + 2 サ






よるミュージカル作品《Irma La Douce あなただけ今晩は》4 と、ポーランド出身の作曲家クラウ
ス・オガーマン Claus Ogermann（1930-2016）による〈カナディアン・コンチェルト Canadian 
Concerto 〉（1963）である。使用曲の使用部分は、下記の通りである。括弧内の時間は、参照した
録音における使用部分の時間を示している。
4   この作品にはミュージカル版と映画版があるが、ここではミュージカル版が使用されている。
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1-1. from  Irma La Douce , Overture（00:00 – 00:59）
1-2. from  Irma La Douce , Overture（02:22 – 02:40）
2.    from Canadian Concerto （第一主題部 Lento）（01:53 – 03:13）
3.    from  Irma La Douce , There is Only One Paris For That（03:10 – 03:40）
4.    from  Irma La Douce , Dis-Donc, Dis-Donc（02:26 – 02:51）




ころまで使用される。2-2 の最後の旋律は f 音で終えられ（02:40）、2 の旋律も f 音で始まる。た
だし、これらの曲が変わる前後の調性は異なっている。また、3 と 4 の原曲には歌が含まれている
が、歌詞を伴う音楽は使用してはならないという当時のルールに則り、器楽部分のみが使用されて






ていく。1-1 の 1 分間に、4 つのジャンプとスピン、計 5 つのエレメンツが続き、そのための助走
が大部分を占めているが、助走中にも曲に合わせて手の動作を入れるなど、単なる助走にはしない
工夫も見られる。そして、ジャンプも音楽の流れに対応した配置になっており、特に① 2 フリッ
プ ② 3 ルッツ ④ 2 アクセルでは、旋律や主題の終わりの音に合わせて着氷するようタイミングが
合わされている。1-1 のテンポが落ち着くところでスピン・エレメンツが行われ、続く 1-2 で再び





速しながらステップ・エレメンツ⑩サーペンタイン・ステップを行う。3 と 4 の間はスピン⑪チェ
ンジ・フット・コンビネーション・スピンを行い、4 の序盤では主に音に合わせた振り付けを行っ
ているが、02：39 に入ると再び加速し、つなぎ動作も入れながら、旋律が盛り上がりグリッサン
ドするところでジャンプ⑫ 3 フリップ + 1 ループ + 2 サルコウを跳ぶ。その勢いのまま 1-3 に入り、
ジャンプ⑬ 2 アクセルも旋律が終わるタイミングに合わせて着氷している。最後は冒頭と同じ歩













① 3 トゥループ + 3 トゥループ  ② 2 フリップ  ③ 3 サルコウ + 2 トゥループ  ④チェンジ・フッ
ト・コンビネーション・スピン  ⑤ 2 ループ  ⑥ 2 アクセル  ⑦ 3 ループ  ⑧レイバック・スピン 
⑨ 3 サルコウ  ⑩ストレート・ライン・ステップ  ⑪フライング・チェンジ・フット・コンビネー
ション・スピン  ⑫ 2 アクセル  ⑬フライング・チェンジ・フット・コンビネーション・スピン
　ジャンプ・エレメンツに含まれている 3 回転の種類は、トゥループとサルコウの 2 種類である。








1. from Shchedrin's  Karmen-syuita , I. Introduction (00:49 - 01:14)
2-1. from Shchedrin's  Karmen-syuita , II. Dance (00:00 - 00:54)
2-2. from Shchedrin's  Karmen-syuita , II. Dance (02:00 - 02:09)
3-1. from Bizet's Carmen Suite No. 1, Prelude to Act III "Intermezzo" (00:00 - 00:39)
3-2. from Bizet's Carmen Suite No. 1, Prelude to Act III "Intermezzo" (01:13 - 01:45)
3-3. from Bizet's Carmen Suite No. 1, Prelude to Act III "Intermezzo" (01:52 - 02:03)
3-4. from Bizet's Carmen Suite No. 1, Prelude to Act III "Intermezzo" (02:10 - 02:20)
4. from Bizet's  Carmen Suite No. 2, Danse Boheme, Gypsy Song from Act II (03:03 - 04:16)
　シチェドリン版のカルメンは 1 と 2 で使用されている。1 はチャイムの音が 2 回鳴らされる
00：49 – から始められている。これは、ヴィットのものと比べるとチャイムの音が 1 回少ない。
そしてそのままアタッカで 2-1 に繋げられる。2-2 は繰り返しを省略するように編集されている。
2-1 の 00：54 の箇所では、a–h–cis–d–e と上昇する旋律が d 音でカットされ、2-2 の e 音に繋げ
られる。2-2 は II. Dance の最後の部分で、一度曲が終結したのち、3-1 へと移る。3-1 ～ 4 も繰り
返しを省略するように編集されている。同じ主題が何度か現れるので、細かくカットされている 3
曲目全体を通すとスムーズに聴こえ、3-4 が III.Intermezzo の原曲における最後の部分になっていて、
曲が終結する。4 は〈ジプシーの踊り〉の終盤から最後までカットすることなく使用されている。




ンプへの助走を始める。1 の、2-1 への前奏にあたる部分でジャンプ① 3 トゥループ + 3 トゥルー
プを行い、2-1 に入るところで音に合わせて闘牛士のような振り付けを行う。2 のいたるところで
腰に手を当てる仕草をし、力強さを表現している。2-2 の終わりはスピンの終わりと対応しており、
最後に一時停止して 3-1 へとつなげられる。3-1 ～ 4 はスロー・セクションとなっており、スパイ
ラルやイナ・バウアーを多用している。ジャンプの着氷も柔軟性を示すような姿勢になっている。
3-4 の終わりもスピンの終わりと対応して一時停止で終わっている。3-4 と 4 の間には 1 秒ほどの





























順位 T A 合計
１ マンリー 52.5 52.3 104.8
２ ヴィット 51.4 52.9 104.3
４ トーマス 50.7 51.0 101.7
T = テクニカル・メリット  
A = アーティスティック・インプレッション
　表から明らかなように、芸術点ではヴィットがマンリーを 0.6 点差で上回ったが、技術点では、













　より高い芸術点を得るために、たとえば「音楽にあった楽な動作と確実性 easy movement and 
sureness in time to music（下線は筆者による）」を見せるには、音楽のフレージングやリズムに合
わせた振り付けが求められよう。また、上記の a における「適合性」や f の「音楽の性格の表現」
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